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『
仏
説
無
量
寿
経
』

の
第
十

一
願
文
に

「設
我
得
レ
仏
、
国
中
人
天
、

ハ

シ

ニ

ズ

ラ

ニ

ラ

ヲ

不
下
住
二
定
聚
ー
、必
至
申
滅
度
上
者
、
不
レ取
ご正
覚
一」
と
説
か
れ
る

ご

と

く
、
原
意
に
お
い
て
正
定
聚
は
来
世

の
浄
土
に
お
い
て
得
る
位
で
あ
る

の
に
対
し
、
親
驚

は

『浄
土
三
経
往
生
文
類
』
の

"大
経
往
生
"
に
お

い
て

「
念
仏
往
生
の
願
因
に
よ
り
て
、
必
至
滅
度
の
願
果

を

う

る

な

り
。
現
生
に
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
住
し
て
、
か
な
ら
ず
真
実
報
土
に
い

た
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
現
生
で
正
定
聚
を
語
ら
れ
る
。
さ
ら
に

諸
経

・
論
に
よ
り
正
定
聚
の
意
味
は
異
な
る
の
で
あ

る
が
、

『
一
念
多

念
文
意
』
に
は
正
定
聚
の
語
の
左
訓
に

「
カ
ナ
ラ
ズ
ホ
ト
ケ

ニ
ナ
ル
ベ

キ
ミ
ト
ナ
レ
ル
ト
ナ
リ
」
と
示
さ
れ
て
仏
に
な
る
こ
と
が
間
違
い
な
い

と
正
し
く
定
め
ら
れ
た
人
々
と
意
義
づ
け
ら
れ
て

い
る

(『
一
多
文
意
』

に
は
そ
の
他
、
往
生
で
き
る
身
に
定
ま
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
)
。
こ
の
親
鷺

の
己
証

を
理
解
す
る
た
め
に
先
学
の
考
察
を
参
考
に
し
て
、
法
然
と
親

鷺
が
往
生
の
業
因

(正
定
業
)
と
し
て
説
か
れ
る
念
仏

(名
男
)
と
、

親

鷲
が
正
定
聚
を
語
る
場
合
の
多
く
に
摂
取
不
捨

の
言
葉
を
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

法
然
上
人
は
醍
醐
本

『
法
然
上
人
伝
記
』
に
念
仏
に
つ
い

て

「
於
ニ

ト

ヘ
ハ

ノ

モ

テ

ノ

ヲ

平
生
念
仏
ー
、往
生
不
定
思
、
臨
終
念
仏
又
以
不
定
也
。
以
二平
生
念
仏
一

ト

ヘ
ハ

決
定
思
、
臨
終
又
以
決
定
也
云

々
」
と
言
わ
れ
、
念
仏
を
す
る
衆
生
は

平
生
の
時
に
浄
土

へ
往
生
す
る
こ
と
が
定
ま
る
と
説
か
れ
る
。
こ
の
理

由
は
善
導
の

『
観
経
四
帖
疏
』
に
説
か
れ
る
六
字
釈
に
基
づ
く
も
の
で

あ

っ
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
に
願
と
行
が
具
足
し
て
い
る
故
に
称
名
に
往

生
す
る
為
の
要
因
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
必
然
的

に

弥
陀

の
本
願
は
称
名
し
た
者
を
往
生
さ
せ
る
と
誓
わ
れ
て
い
る
願
で
あ

ハ

ノ

ノ

ノ

ニ

ス
ル

る
は
ず
で
あ
り
、
『選
択
集
』
に

「称
名
念
仏
是
彼
仏
本
願
行
也
。
故
修
レ

ヲ

ハ

ジ
テ

ノ

ニ

ズ

ル

ヲ

之
者
、
乗
二彼
仏
願
輔
必
得
二往
生

こ

と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う

に

念
仏
す
る
者
は
名
号
の
力
に
よ
り
必
ず
往
生
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
の

必
ず
と
言
う
こ
と
を
摂
取
不
捨
と
し
て
説
く
の
で
あ
る
。
摂
取
不
捨
と

は
摂
め
取

っ
て
捨
て
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ

っ
て
、
こ
れ
は
弥
陀
因
位

の
法
蔵
菩
薩
の
時
に
立
て
た
四
十
八
願
の
一
々
に
言
わ
れ
る

「
若
不
生

者
、
不
取
正
覚
」

の
誓
い
が
、

阿
弥
陀
仏
と
成

っ
て
成
就
し
た
も
の
で

あ
る
。
即
ち
摂
取
不
捨
と
は
弥
陀

の
救
い
の
中

に
あ
る
の
で
浄
土
に
必

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第

一
號
 
卒
成
元
年
十
二
月
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ず
生
ま
れ
る
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
『
観
無
量
寿
経
』
の
真

身

観

に
お
い
て
は
こ
れ
を
弥
陀
の
光
明
の
働
き
と
し
て
説
く

の

で
あ

り
、

『
西
方
指
南
抄
』

に
こ
の
文
を
引
用
し
て

二

一
の
光
明
、
十
方
世
界

の
念
仏
の
衆
生
を
て
ら
し
、
摂
取
し
て
捨
て
た
ま
は
ず
」
と
言
う
。
よ

っ
て
念
仏
衆
生
は
摂
取
不
捨

の
利
益
に
あ
ず
か
る
が
ゆ

え

に
、
『指
南

抄
』
に
は

「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
て
む
上
に
は
、
決
定
往
生
と
お
も
ひ

を
な
す
べ
き
な
り
」
の
文
が
あ
る
。
ま
た
正
定
聚
を
現
当
の
ど
ち
ら
で

語

っ
て
い
る
か
を
伺
う
と
、
『
選
択
集
』
の
二
門
章
に
お

い
て

『往
生

タ
ダ

テ

ズ
ル

ヲ

ヲ

ズ
ル
ハ

ニ

ジ
テ

ノ

ニ

ス
ナ

ハ
チ

論

註
』

の
文

「
但

以

二
信

レ
仏

因

縁

一願

レ

生

二
浄

土

一乗

ニ
仏
願

力

一
便

ノ

ノ

ニ

シ
テ

ニ

得
竃往
二生
彼
清
浄
土
一仏
力
住
持

即
入
二大
乗
正
定
之
聚
ー」
(訓
点
は
往

生
院
本
を
参
考
)
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
よ
り
往
生
以
後
に
入
る
位
で
あ

バ

ノ

る
に
と
は
明
白
で
あ
る
。
た
だ
、
『漢
語
灯
録
』
に

「
若
人
聞
ご
此
阿
弥

ノ

ヲ

テ

ヲ

ナ
リ

ル

セ

ヲ

ヲ

ノ

ハ

陀
名
ー
、皆
蒙
ご護
念

一得
下
不
雀退
二
転
菩
提

一之
益
上
也
…
(
中
略
)
…
已
上
ニ

レ

ナ
リ

者
是
現
益

也
」
と
言

っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
文
は
往
生
す
れ

ば

自

然
に
正
定

聚
に
入
り
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
現
生
に
往
生
が
定

ま
っ
た
時

に
菩
提
を
得
る
位
か
ら
退
か
な
い
と
言
う
意
で
あ

っ
て
、
こ

れ
を
正
定
聚
と
は
説
か
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

法
然
を
師
と
仰

い
だ
親
鷺
は

『教
行
証
文
類
』

の
信
巻

に

「
大
願
清

ノ

ニ
ハ

ズ

バ

カ
イ

ヲ

ノ

ァ
ヒ
ダ

ニ

ス
ミ
ャ
カ
ニ
ト
ク

ス

浄
報
土
、

不
レ云
二
品
位
階
次
ー
、
一
念
須
輿

頃
、

速

疾
超
二
証
無
上

ヲ

ニ

フ

ト

正
真
道
ー
。故
日
二横
超

一也
」
と
言
い
、
往
生
即
成
仏
を
説
か
れ
る
。
こ

の
親
驚
の
主
張
は
、
二
墜
四
重
判
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
即
身
成
仏
を
説

く
天
台
宗
や
真
言
宗

(竪
超
)
に
対
し
、
或
は
往
生
即
成
仏
を
説

か

な

い
法
然
門
下

に
対
し
て
浄
土
教
は
仏
教
本
来

の
月
的

の
証
悟
教
で
あ
り

成
仏
教
で
あ

っ
て
、
し
か
も
善
導
や
法
然
は
頓
教
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
よ
り
早
く
仏
に
な
る
教
え
と
し
て
浄

土
真
宗

(横
超
)
を

示

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特

に
速
や
か
に
仏
に
成
る
と
言
う
こ
と
は
、
天

台
宗
や
真
言
宗
に
対
し
た
と
思
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
宗
派
は
即

身
成
仏
を
主
張
し
早
く
仏
に
成
る
と
言
う
。

こ
れ
に
対
し
親
鶯
は
横
超

に
お
い
て
即
得
往
生

(来
世
の
往
生
即
成
仏
が
定
ま
る
)
を
語
ら
れ
、

『
一

多
文
意
』
に
は
即
は
時
や
日
を
隔
て
な
い
こ
と

で
あ
る
と
し
、
即
の
字

を
も

っ
て
超

の
字
の
意
義
を
示
し
、
竪
超
の
宗
派
に
劣
ら
な
い
こ
と
を

示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
親
鷲

の
在
世
時
代
を
見
る
と
、
飢
謹
や
戦

争
が
多
発
し
て
い
る
。
そ
の
世
で
生
き
た
人
々
が
仏
に
成
る
こ
と
に
注

目
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
従
っ
て
親
鶯
の
求
道
の
目
的
は
出
難
生
死

と
い
う
こ
と
で
あ

っ
て
、
『唯
信
砂
文
意
』
の
文

「横
は
よ
こ
さ

ま

と

い
ふ
、
超
は
こ
え
て
と
い
ふ
、
よ
う
つ
の
法
に
す
ぐ
れ
て
、
す
み
や
か

に
と
く
生
死
の
大
海
を
こ
え
て
無
上
覚
に
い
た
る
ゆ

へ
に
超
と
ま
う
す

な
り
」
よ
り
、
他
力
回
向

に
よ
り
て
衆
生
が

仏
に
成
る
こ
と
に
お
い

て
目
的
は
達
成
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
弥
陀

の

願

は

『
歎

異

抄
』
の
第
三
章

に
説
か
れ
る
よ
う
に
悪
人
成
仏

の
為
の
願
で
あ
る
。
故

に
行
巻
に
後
善
導
と
言
わ
れ
る
法
照
の

『
五
会
法
事
讃
』

の

「念
仏
成

仏
是
真
宗
」
や

『
往
生
要
集
』

の

二

称
南
無
仏
皆

已

成

仏

道
」
の

文
、
さ
ら
に
は

『尊
号
真
像
銘
文
』
に

「
わ
が
浄
土
宗
は
弥
陀
の
本
願

の
実
報
土
の
正
因
と
し
て
十
声
称
念
す
れ
ば
無
上
菩
提
に
い
た
る
と
お
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し

へ
た
ま
ふ
」
と
言
う
文
を
載
せ
て
い
る
よ
う
に
、
親
鷺
に
お
い
て
浄

土
の
祖
師
の
教
え
は
称
名
に
よ
り
成
仏
で
き
る
と
い
う

こ

と

で

あ

っ

た
。
勿
論
称
名
が
成
仏
の
因
で
あ
る
に
は
名
号
が
成
仏
の
因
で
あ
る
は

ず
で
あ
る
。
『
唯
信
砂
文
意
』
に

「
こ
の
如
来

の
尊
号
は
不
可
称

不

可

説
不
可
思
議
に
ま
し
ま
す
ゆ

へ
に
、

一
切
衆
生
を
し
て
無
上
大
浬
桀
に

い
た
ら
し
め
た
ま
ふ
大
慈
大
悲

の
ち
か
ひ
の
み
な
な
り
」
と
示
さ
れ
る

ご
と
く
で
あ
る
。
よ

っ
て
名
号

の
功
徳
に
よ
り
仏
に
成
る
こ
と
は
間
違

い
な

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
何
故
名
号
を
戴
い
た
時
に
成
仏
で
き
な
い

の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て

『
一
多
文
意
』
に

「無
明
煩
悩
わ
れ

ら
が

み
に
み
ち
み
ち
て
、
…
(
中
略
)
…
臨
終

の
一
念
に
い
た
る
ま
で
、

と
ど
ま
ら
ず
、
き
え
ず
、
た
え
ず
」
と
説
か
れ
、
煩
悩
具
足
の
身
で
あ

る
か
ら
と
言
う
。

よ
っ
て
仏
性
は
来
世
に
お
い
て
顕
れ

る

の

で
あ

っ

て
、
現
生
に
名
号
を
戴
い
た
時
は
正
定
聚
の
位
に
入
る
。
こ
こ
に
前
述

の

『
漢
語
灯
録
』
に
説
か
れ
た
不
退
転
と
通
仏
教
で
と
か
れ
る
彼
土
の

正
定
聚
と
が
全
く

一
致
し
た
の
で
あ
る
か
ら

『
一
多
文
意
』
に

「正
定

聚

の
く
ら
ゐ
に
さ
だ
ま
る
を
不
退
転

に
住
す
と
は
の
た
ま
へ
る
な
り
」

と
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
真
宗
に
お
い
て
は
名
号
を
戴
い
た
時
を
信
の

一
念
と
言
い
、
こ
の
時
に
衆
生
は
摂
取
不
捨
と
い
う
阿
弥
陀
如
来
の
救

い
の
働
き
の
中
に
入
る
の
で
あ
る
か
ら
来
世

の
成
仏
が
定
ま
る
正
定
聚

に
入
る
。
こ
れ
を

『唯
信
砂
文
意
』
に
は

「
誓
願
真
実
の
信
心
を
え
た

る
ひ
と
は
、
摂
取
不
捨
の
御
ち
か
ひ
に
お
さ
め
と
り
て
ま
も
ら
せ
た
ま

ふ
に
よ
り
て
、
行
人
の
は
か
ら
ひ
に
あ
ら
ず
、

金
剛
の
信
心
と
な
る
ゆ

へ
に
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
住
す
と
い
ふ
」
と
言

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
親
驚
に
お
い
て
は
、
法
然
が
本
願
を
念
仏
往
生
の
願
と
言
わ
れ
た
こ

と
を
受
け
継
ぎ
、
即
身
成
仏
の
思
想
や
乱
世
の
中
に
あ

っ
て
仏
に
成
る

こ
と
が
真
宗

の
立
場
で
あ
り
法
然
の
真
意

で
あ
る
と
し
て
、
法
然
の
往

生
は
往
生
即
成
仏
で
あ
る
と
示
し
、
現
生

に
お
い
て
は
聞
名
の
時
に
摂

取
不
捨

の
利
益
に
よ
り
正
定
聚

の
位
に
入
り
、
弥
陀
救
済
の
現
生
性
と

万
民
救
済

の
超
勝
性
を
明
確
に
し
た
。
『
一
多
文
意
』
の

「釈
迦

如

来

五
濁

の
わ
れ
ら
が
た
め
に
と
き
た
ま

へ
る
文

の
こ
こ
ろ
は
、
そ
れ
衆
生

あ
て
、
か
の
く
に
に
む
ま
れ
む
と
す
る
も

の
は
、
み
な
こ
と
ご
と
く
正

定
の
聚
に
住
す
」
と
言
う
文
よ
り
、
親
驚

は
こ
の
世
に
出
現
さ
れ
た
釈

尊
が
現
生
正
定
聚
を
説
か
れ
た
と
示
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

"
か
の
く
に

に
む
ま
れ
む
と
す
る
も

の
"
は

『大
経
』

の
異
訳
で
あ
る

『
無
量
寿
如

来
会
』
の
第
十

一
願
成
就
文
に
よ
っ
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
信
心
を
戴

け
ば
正
定
聚
に
い
る
の
で
、
行
巻
に
引
用
さ
れ
る

「
易
行
品
」
の
、
敬

い
の
心
を
も

っ
て
念
仏
す
れ
ば
此
身
に
お
い
て
阿
惟
越
致
地

(不
退
転
)

を
得
る
と
い
う
文
な
ど
に
よ
る
と
、
親
鷲

に
お
い
て
現
生
正
定
聚
を
語

る
こ
と
は
浄
土
教
の
伝
統
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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